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。
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矢代幸雄

稲賀繁美（いなが・しげみ）

1957年東京生まれ・広島育ち。1979
年東京大学教養学部卒業。パリ第７
大学博士課程修了。東京大学大学院・
比較文学比較文化専攻・単位取得退
学。現在、京都精華大学教授、国際
日本文化研究センター・総合研究大
学院大学名誉教授、放送大学客員教
授（併任）。著書に『絵画の黄昏』『絵
画の東方』『絵画の臨界』三部作のほ
か『接触造形論』（ともに名古屋大学
出版会）など、編著に『伝統工藝再考』
『海賊史観からみた世界史の再構築』
（ともに思文閣出版）、『映しと移ろい』
（花鳥社）、『東洋意識』（ミネルヴァ書
房）、Vocabulaire de la spatialité japonaise
 （CNRS Éditions）ほか。

矢
代
幸
雄
（
一
八
九
〇
〜
一
九
七
五
）
美
術
史
家
、
評
論
家
。

欧
州
に
留
学
し
、
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
ル
リ
研
究
で
注
目
さ
れ
る
。
帰
国

後
は
美
術
研
究
所
の
設
立
に
参
画
し
、
戦
後
に
は
大
和
文
華
館
初
代

館
長
と
も
な
る
。
独
自
の
方
法
論
を
も
っ
て
名
を
馳
せ
た
日
本
の
美

術
史
研
究
の
先
駆
者
で
あ
り
、
幅
広
い
人
脈
を
活
か
し
て
日
本
美
術

を
世
界
に
紹
介
し
た
文
化
外
交
の
達
人
で
も
あ
っ
た
。
同
時
代
の
思

潮
に
も
目
配
せ
し
な
が
ら
、
そ
の
知
ら
れ
ざ
る
生
涯
に
迫
る
。

美
術
家
は
時
空
を
超
え
て

代
表
作『
サ
ン
ド
ロ
・
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
ル
リ
』の
序
文
に
見
ら
れ
る
一
節
。「
時

空
の
限
界
を
超
え
て
遠
来
の
友
を
待
つ
」―
―
世
界
に
お
け
る
日
本
美
術
の
位

置
を
探
し
続
け
た
矢
代
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
藝
術
家
の
姿
で
あ
る
と
同
時
に
、

遠
路
遙
々
と
欧
州
に
旅
し
て
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
ル
リ
に
出
会
っ
た
自
分
自
身
の

実
感
で
も
あ
っ
た（
本
書
三
〇
八
頁
参
照
）。
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え
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美術史研究の先駆者にして文化外交の達人。
知られざる国際的知識人の実像に迫る。

刷色時代＝現代
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